
公益財団法人北九州産業学術推進機構「DX推進補助金」採択事業

運行管理支援アプリケーション

「Beetle Assist」

事業内容

今後の展開

現在、本アプリの開発はフェーズ２へ

移行し、現場写真撮影機能や勤怠管理

もアプリ内に実装、自社グループ内で

の試験運用を重ねて機能拡充と付加

価値創出を図っている。

2023年度下期より、全国の廃棄物

処理業者向けにサービス提供を開始、

新たな商圏の拡大を目指します。 

廃棄物分野における
運行管理アプリケーション開発事業

アプリで
現場入力！

近年、脱炭素社会の実現に向けた潮

流がある一方で、廃棄物処理分野は

慢性的に人手不足、更に2024年の

物流クライシスが迫っており、変革を

要する時期にある。

本事業は、ドライバー用アプリケー

ションの新規開発と、事務所用クラウ

ドシステムの『bee-net』(2011年弊

社特許取得)の機能拡充により、全国

登録社数6,000社を超える現場から

集約される情報がリアルタイムに反映

される仕組みを創り、廃棄物分野の

DXを支援する。

集約された情報の活用により、排出

事業者はごみ減量化や資源循環促進

等の環境改善計画の策定が容易とな

り、廃棄物処理業者は業務プロセスの

改善により人手不足問題の解消、また

回収ルート効率化によってCO2削減

が可能となる。
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